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Ⅰ いわゆる 七仏通誡 について

われわれ人間は，なぜ苦しみ，悩むのか。仏はその問いより，苦の果と

しての自己（苦）を知られ，苦の因である 愛（集）を断たれた。同時に，

苦の滅尽という楽
⑴

の果として涅槃（滅）を証され，苦の滅尽にいたる行道

という楽の因である聖八支道（道）を修された。そのような因果の覚者で

ある仏が，智慧によって苦を解決し，慈悲をもって説かれた教えを一般に

仏教 と呼ぶ。それは四聖諦を中心とする教えである。われわれはこれ

を 原始仏教 とも称する。

仏はまた，われわれが苦しむ生死（輪廻）のプロセスを，その逆のプロ

セスとともに，縁起，すなわち十二縁起によって示された。それはいわゆ

る惑・業・苦の三道にまとめられるものであり，苦の根本的な因たる煩悩

（惑），その煩悩に基づく行為（業），その行為の果（苦）による説明をいう。

悪とはその貪・瞋・痴という煩悩に基づく行為をさしている。善のない不

善である。苦の直接的な因であり，悪しき業（意思）に他ならない。善と

はそれに対する，悪のない善き業をさす。また善にいたる行為，修習でも

ある。したがって， 善悪 とはわれわれの表裏にある 業の善と悪 に

ついて言われるものである。
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以下は，そのような原始仏教の善悪について，とくに原始経典の一であ

る小部 法句 （Dhammapada）の最もよく知られた 第183 の意味す

るものを，伝統のパーリ諸註釈により若干 察しようとするものである。

あわせて，いわゆる 七仏通誡 を理解するための一資料を提供したい

と思う。

さて，本稿に扱われる がまず，その 七仏通誡 と呼ばれる三

（ 法句 183-185 ）の一であることを確認しておきたい。三 とはつぎの

通りであ
⑵

る。

いかなる悪も行なわず sabbapapassa akaranam

もっぱら善を完成し kusalassa upasampada

自己の心を浄くする sacittapariyodapanam

これが諸仏の教えなり etam Buddhana sasanam.（Dhp.183）

耐え忍ぶは最上の修行 khantıparamam tapo titikkha,

涅槃は最上，と諸仏は説く nibbanam paramam vadanti Buddha,

他を害するは出家にあらず na hi pabbajito parupaghati

他を悩ますは沙門にあらず samano hoti param vihethayanto.

（Dhp.184）

罵り害することもなく anuvado anupaghato

パーティモッカをよく守り patimokkhe ca samvaro

食事において量を知り mattannuta ca bhattasmim

遠く離れて臥し坐り pantan ca sayanasanam

また禅定によく励む adhicitte ca ayogo

これが諸仏の教えなり etam Buddhana sasanam.（Dhp.185）
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つぎに，これらの がいかなる因縁由来によって唱えられたかを見るこ

とにしよう。それについて 法句註 （DhpA.III.236）は，つぎのように

伝えている。

この法は，仏がジェータ林（祇園精舎）に住んでおられたとき，ア

ーナンダ（阿難）長老の問いについて説かれたものである。伝えによ

れば，長老は昼間道場に坐り， えた。 仏は過去七仏の母父・寿

命・菩提樹・弟子集団・最上弟子・侍者のすべてについて語られた。

しかし布薩については語っておられない。はたしてかれらの布薩と今

の布薩は同じなのか，異るのか>と。そこで仏にこれをお尋ねすると，

仏はこう言われた。 過去の仏たちには期間の区分のみがあり，話の

区分はありませんでした。なぜなら，ヴィパッシー仏（毘婆 ）は七

年毎に，シキー仏（ 棄）とヴェッサブー仏（毘舎浮）は六年毎に，

カクサンダ仏（拘留孫）とコーナーガマナ仏（拘那含牟尼）は一年毎

に，カッサパ仏（迦葉）は六カ月毎に布薩を行ない，一日教誡を与え

るだけで，それぞれの期間が充分であったからです。そのため，過去

仏の布薩には期間だけが告げられたのです と。そしてすべてに共通

するただ一つの布薩を示し，これらの を唱えられた。この説示の終

わりに多くの者が預流果を得た と。

これからその三 が過去七仏のすべてによって弟子たちに教誡として唱

えられたものであることがわかる。つまりパーリの伝統によれば，その諸

経典にいわゆる 七仏通誡 という術語は見られないものの，これらが

内容として，したがって本稿で扱われる 第183 も，確かに七仏によ

る通誡の意味をもつ であることが認められ
⑶

る。

181原始仏教における善悪（片山一良)



Ⅱ 法句第183 の註釈的意味

さて，以上三 のうち，その中心的な教誡内容をもち，また我が国でも

仏教の教えとして最もよく親しまれている言葉である 第183 のパー

リ語原文を，再びここに示せば，つぎの通りである。

sabbapapassa akaranam
 

kusalassa upasampada

sacittapariyodapanam
 

etam Buddhana sasanam.

（１）

（２）

（３）

（４）

その意味は以下の通りであり，自己の意思を尊重した 自発的内容 か

らなっている。

いかなる悪も行なわず （１）

もっぱら善を完成し （２）

自己の心を浄くする （３）

これが諸仏の教えなり （４）

なおまた，我が国によく知られたその漢訳がある。つぎの通りであるが，

全体として， 命令的内容 になっていることに注意されてよ
⑷

い。

諸悪莫作 衆善奉行 自浄其意 是諸仏
⑸

教

このように，本 は一見したところ簡単な言葉からなっているため，ご

く一般的にやさしく説明されたり，また様々な観点から自由に理解されて

きたと言ってよい。古来種々に解釈されうる でもあるが，伝統的理解は

どのようなものであるのか。これより，伝統のパーリ語資料に基づき，四

句（１）―（４）からなる本 の意味を，各句毎に多少とも明らかにした
⑹

い。ただし，いずれの場合も最初に各句のキーワードを掲げた後，註釈を

示すことにする。
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（１） いかなる悪も行わず （sabbapapassa akaranam)…初善性＝戒

悪＝［三悪行］ ［十不善業道］

身の悪行 殺生 （瞋）

盗 （貪）

邪婬 （貪）

語の悪行 妄語 （貪） 意思業［思已業］

両舌 （瞋）

悪口 （瞋）

綺語 （痴）

意の悪行 貪欲 （貪）

瞋恚 （瞋） 心所業［思業］

邪見 (邪道)

＝［四種の非道］ ［不善根］ ［捨断］

欲 （貪） ⇔ 不浄 捨

瞋 （瞋） ⇔ 慈 慈・悲

愚痴 （痴） ⇔ 慧 喜

恐怖 （痴） ⇔ 慧 喜

＝［八邪性］邪見・邪思・邪語・邪業・邪命・邪精進・邪念・邪定

まず いかなる悪も （sabbapapassa）とは，あらゆる不善（akusala）

（NetA.107），あらゆる不善業（akusala-kamma）（DhpA.III.237）も，
⑺

十二

不善心すべての生起を含む非難されるべき法も （DAT .II. 98）ということ

である。それは三悪行（ti-duccarita），すなわち，身の悪行，語の悪行，

意の悪行である。それらは十不善業道（akusala-kammapatha），すなわ

ち，殺生（panatipata）・ 盗（adinnadana）・邪婬（kamesu-miccha-

cara），妄語（musa-vada）・両舌（pisuna-vaca）・悪 口（pharusa-

vaca）・綺語（samphappalapa），貪欲（abhijjha）・瞋恚（byapada）・

邪見（miccha-ditthi）である。それらは二の業，すなわち意思（cetana）

と心所（cetasika）である。そのうち，殺生と両舌と悪口は瞋（dosa）に

よって， 盗と邪婬と妄語は貪（lobha）によって，綺語は痴（moha）
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によって生起する。これら七の根拠は意思業（cetana-kamma）［ただし

一般には思已業（cetayika-kamma）］である（Net.43）。貪欲（abhijjha）

は不善根（akusala-mula）としての貪である。瞋恚（byapada）は不善

根としての瞋である。邪見（miccha-ditthi）は邪道（miccha-magga）

である。これら三の根拠は心所業（cetasika-kamma）［ただし一般には思

業（cetana-kamma）］である（Net.43）。それゆえ 意思と心所である と

言われた。

このように悪は，悪行，不善業道，業によって分類されるが，さらにつ

ぎのように不善根により非道に行くことからも分類される（NetA.107）。

すなわち，不善根が努力に到れば 貪・瞋・痴の不善が身・語の努力に到れ

ば，身・語の努力を生起させれば （NetA.107），欲（chanda）によって，瞋

によって，恐怖（bhaya）によって，愚痴によって，四種の非道
⑻

（agati）

に行く。そのうち，欲によって非道に行くものは貪によって生起し，瞋に

よって非道に行くものは瞋によって生起し，恐怖によって，また，愚痴に

よって非道に行くものは痴によって生起する。以上のように いかなる悪

も行なわず という場合の 悪 は説明される。

さて， いかなる悪も行なわず とは，つぎのように三の善根によって

三の不善根を捨断し，いかなる悪も行なわぬこと，起こさぬことであ

（NetA.107）。すなわち，貪は不浄（asubha）によって，瞋は慈（metta）に

よって，痴は慧（panna）によって捨断される。同様に貪は捨（upekkha）

によって，瞋は慈と悲（karuna）によって，痴は喜（mudita）によって，

捨断（pahana），滅没に到る。以上は梵住（brahma-vihara）によるもの

である。そのうち，不快（arati）を静める喜はその根本となる痴を捨断

するということで， 痴は喜によって捨断 云々と言われている（NetA.

108）。それゆえ，世尊は いかなる悪も行なわず 行なわず とは，起こ
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さず（anuppada）（DAT .II.98）と言われた。

さらにまた，他の根拠によって，同類・異類の法の転換により，悪を

行なわないことを示すならば，つぎのように述べられる（NetA.108）。す

なわち， いかなる悪も （sabba-papa）とは，八の邪性（micchatta），

すなわち，邪見（miccha-ditthi），邪思（miccha-sankappa），邪語

（miccha-vaca），邪業（miccha-kammanta），邪命（miccha-ajıva），邪

精進（miccha-vayama），邪念（miccha-sati） 無常などについて 常である

と随念･思念などによって起こる不善の転起 （NetV .164），邪定（miccha-

samadhi）である。これが いかなる悪も と言われる。これら八の邪性

を作らぬこと，行なわぬこと，犯さぬこと，つまり邪性を起こさぬこと

（NetA.107）が いかなる悪も行なわず と言われる。

また， いかなる悪も行なわず とは，戒による教え（sasana）の初善

性（adikalyanata）を示すものである。それは教えの初め（adi）であり，

無後悔（avippatisara）などの徳をもたらすものゆえに（Vism.4）。

（２） もっぱら善を完成し （kusalassa upasampada）…中善性＝定
⑼

善＝［四地の善］聖道法と三地善法

［八正性］ 正見・正思・正語・正業・正命・正精進・正念・正定

八の邪性が捨断されるとき，八の正性（sammatta） 正見・正思・正

語・正業・正命・正精進・正念・正定という八の正性 が 異類の転換の法に

よって （NetV .164）生起する。八の正性を作ること，行なうこと，起こ

すことが 善を完成し と言われる。 善 （kusala）とは 四地の善

（catubhumaka-kusala） 聖道（四聖道）の法と，それらの資糧になる三地の

善法 （DAT .II.98）である。 完成し （upasampada）とは 獲得
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（patilabha）ということであり（NetA.107;DA.II.479），出家（決意）以

降，阿羅漢道（arahatta-magga）に到るまで善を起こすこと，および起

こすための修習（bhavana）をいう（DhpA.III.237）。

また， もっぱら善を完成し とは，定による中善性（majjhe
 

kalyanata）を示すものである。それは教えの中間に（majjhe）あり，

様々な神通（iddhividha）などの徳をもたらすものゆえに（Vism.4-5）。

（３） 自己の心を浄くする （sacittapariyodapanam）…後善性＝慧

心の浄化 ＝古の道（聖道）の修習作用＝ 五蘊の浄化

二種の浄化 ＝①止観による蓋の捨断 ②聖道による随眠の根絶

二種の浄化地＝①見の地 ②修の地

浄化の意味 苦（五蘊）を洞察によって浄化する

集（渇愛の汚れ）から浄化する

道（聖道支）によって浄化する

滅（無為界の法）が浄化される

自己の心を浄くする とは，過去の聖道（ariyamagga）の修習作用

（bhavana-kiriya）を示すものである。 これはヴィパッシー世尊・正自覚者

のパーティモッカ（波羅提木叉）誦唱（patimokkhuddesa）の であるゆえに

（NetA.108） 古の道（purana-magga），古の径（purana-anjasa）とは聖

八支道（ariya-atthangika-magga）の同義語である （S.II.106）と言わ

れるヴィパッシー仏によって証得された古昔の道である。その自己の心の

浄化（attano citta-vodana）をいう。五蓋（欲貪，怒り，沈鬱・眠気，浮つ

き・後悔，疑）から自己を浄めることであり（DhpA.III.237），自己の心が

輝くこと（citta-jotana）である（DA.III.479）。ただし，それは 最上道

をそなえた心はすべてにわたり浄められ，最上果の刹那にも浄められており

（DAT .II.98）， もはや浄化され得ない頂点に達した浄化が意趣されているか
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ら （NetT .69），阿羅漢果（arahatta）によって生じるものであり（NetA.

107），増上戒学などを完成させ，阿羅漢果の清浄によって極度に清まるも

のである（ItivA.II.133）。心は阿羅漢果によって浄められねばならない。

心が浄められるとき，五蘊は浄められたものとなる。

その浄化（pariyodapana）には二種，すなわち蓋の捨断（nıvarana-

pahana）と潜在煩悩（随眠）の根絶（anusaya-samugghata）がある。

止観（samatha-vipassana）によって蓋の捨断（nıvarana-pahana）があり，

また聖道の修習（ariyamagga-bhavana）によって随眠の根絶（anusaya-sam-

ugghata）がある。このように浄化には二種があり，五蘊（pancakkhandha）

は浄化されたもの（pariyodapita）となる，という意味である。なぜなら，蓋

と随眠が捨断されている人々は浄心を起こす容色者となるゆえに （NetV .

165）。では，その浄化にどれほどの地（段階）があるのかと問われるなら

ば，二の浄化地（pariyodapana-bhumi）があると言わねばならない。す

なわ
⑽

ち見の地（dassana-bhumi）と修の地（bhavana-bhumi）である。

さて， ここで， いかなる悪も行なわず 云々の に説かれている諸法にお

いて，何が苦諦であるのか，何が集諦であるのか，何が道諦であるのか，何が

滅諦であるのか と問われるべきであるが （NetV .165）， に説かれている

諸法のうち，何を洞察によって浄化する(pariyodapeti)のか。苦(dukk-

ha） すなわち，苦諦（dukkha-sacca） 五蘊 を浄化するのである。何か

ら浄化するのか。集（samudaya） すなわち，集諦（samudaya-sacca）

渇愛の汚れ（tanha-sankilesa） から 五蘊を 浄化するのである。何によ

って浄化するのか。道（magga） すなわち，道諦（magga-sacca） 聖道

支（ariyamagganga） によって浄化するのである。何が浄化されるのか。

滅（nirodha） すなわち，滅諦（nirodha-sacca） 無為界の法（asankhata-

dhatu-dhamma） が 無為界（asankhata-dhatu）を証得している人によって
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（NetV .165）浄化されるのである。これについては，たとえ無為界がいかなる

汚れによって汚れなくても，証得している人についてこのように言われている

のである。なぜなら彼の汚れが消えない限り，無為界は浄められていない，と

言われるゆえに。涅槃の証得によって諸蘊は浄められるべきであり，それら蘊

の残りのある状態，また残りのない状態によって，それぞれ 有余依（涅槃），

また 無余依（涅槃） と言われるが，そのようにこれは理解されねばならない

（NetA.108）。これらが四聖諦である。

なおまた， 自己の心を浄くする とは，慧による後善性（pariyosana-

kalyanata）を示すものである。それは教えの終わり（pariyosana）であ

り，もろもろの好・不好に対して，その如き（一如の）状態をもたらすも

のゆえに（Vism.4-5）。

（４） これが諸仏の教えなり （etam Buddhana sasanam）

… 七仏通誡 ／三学／四諦（八正道）

諸仏 ＝ 一切諸仏

教え ＝ 教示・教誡

これが諸仏の教えなり とは，これが一切諸仏（sabba-Buddha）の

教誡（anusitthi;R .anusatthi）であり（DhpA.III.237），教示（ovada）

である（DA.II.479），ということである。そして諸仏の教誡 七仏通誡

としてのこの教えは，大略つぎのような意味をもつ。

戒の防護（sıla-samvara）により，あらゆる悪（papa）を 彼分に

よって 捨断し，

止観（samatha-vipassana）により， 世間・出世間の 善（kusala）

を完成し，
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阿羅漢果（arahatta-phala）により，心（citta）を浄めるべきであ

る，

これが諸仏の教え（sasana）であり，教示（ovada），教誡（anu-

sitthi）である

（DA.II.479 ;DAT .II.98;B .NetA.107）と。

またこの教えは，パーリ聖典と註釈文献の中間に位置する紀元前後のマ

ハーカッチャーナによる 指導論 （Netti）によれば 四諦 （四聖諦）・

八正道 （聖八支道）を，五世紀のブッダゴーサによる 清浄道論

（Visuddhimagga）によれば，戒・定・慧の 三学 を包摂する。

なお，この本 を含む三 （第183-185 ）に示された 教え は，一切

諸仏の 教示パーティモッカ （ovada-patimokkha）と呼ばれたもので

ある。それらは，長寿の諸仏には教えの終りまで誦唱が続き，寿命のわず

かな諸仏には第一菩提の間のみ誦唱され，学処が制定された後は 命令パ

ーティモッカ （ana-patimokkha）のみが，誦唱された。しかも，それ

は比丘たちだけが誦唱するのであり，諸仏が誦唱することはない。それゆ

え，われわれの世尊（釈尊）も，第一菩提の二十年間だけ，この教示パー

ティモッカを誦唱されたのである。ある日，東園のミガーラマーター殿堂

に坐られ，比丘たちに告げて言われた。

比丘たちよ，今後，私は布薩を行ない，パーティモッカを誦唱しま

せん。比丘たちよ，今後，そなたたちだけで布薩を行ない，パーティ

モッカを誦唱すべきです。比丘たちよ，如来が不浄な会衆のために布

薩を行ない，パーティモッカを誦唱するであろう，という道理（因）

はなく，機会（縁）はありません

と。それ以来，比丘たちは命令パーティモッカを誦唱しているのである。

この命令パーテイモッカは（世尊が）かれらのために誦唱されなかったも
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のであり，それゆえ， 誦唱されぬパーティモッカ （anuddittha-pati-

mokkha）と言われている（Sp.I.186-187,Cf.VinST .I.445,VinVT .I.93）。

これは， 律蔵 第一波羅夷 の因縁（Vin.III.8）におけるヴィパッシー

仏・シキー仏・ヴェッサブー仏なる三仏の梵行が久住しなかった事柄につ

いて，述べられたものである。

法句 第183 を含む三 は，いわゆる 七仏通誡 として，以上

のような意味と背景をもって今日に伝えられてきたものである。

Ⅲ 原始仏教における善悪の意味

原始仏教における善悪とは何かということについて，すでに第一節で簡

略に述べた。また第二節では， 法句 第183 に関する諸註釈より，かな

り細部にまで触れえたと思われる。今ここでは，それをさらに補うべく，

仏教の善悪に言及する場合に避けることのできない 四正勤

（catu-sammappadhana），すなわち精進，努力ということについて述べ

ておきたい。かつて仏は中部七十七 大サクルダーイ経 においてつぎの

ように説かれた。

また，ウダーイーよ，私は弟子たちに行道を説いており，わが弟子

たちはその通りに行道し，四正勤を修習します。ウダーイーよ，ここ

に比丘は，（１）未だ生じていないもろもろの悪しき不善の法が生じ

ないように，意欲を起こし，精進し，努力し，心を励まし，勤めます。

（２）既に生じているもろもろの悪しき不善の法が断たれるように，

意欲を起こし，精進し，努力し，心を励まし，勤めます。（３）未だ

生じていないもろもろの善の法が生じるように，意欲を起こし，精進

し，努力し，心を励まし，勤めます。（４）既に生じているもろもろ

の善の法がとどまるように，失われないように，増大するように，広
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大となるように，発展するように，円満するように，意欲を起こし，

精進し，努力し，心を励まし，勤めます。そこでまた，わが多くの弟

子たちは通智（abhinna）の終結と完成を得て住みます

（Mahasakuludayi-sutta, M .II.11）

と。ここで仏は四正勤を説かれたが，これによって何が語られたのか。

相応部 迦葉相応 （S.II.196-197）の法門によれば，弟子のために前分

の行道が語られたのである。なぜなら，つぎのようにサーリプッタがマハ

ーカッサパに語っているからである。

友よ，ここに比丘は（１） 私に，未だ生じていない悪しき不善の諸

法が生じれば，不利になるであろう と，熱心に行ないます。（２）

私に，既に生じている悪しき不善の諸法が捨断されなければ，不利

になるであろう と，熱心に行ないます。（３） 私に，未だ生じてい

ない善き諸法が生じなければ，不利になるであろう と，熱心に行な

います。（４） 私に，既に生じている善き諸法が消滅すれば，不利に

なるであろう と，熱心に行ないます

と。これについて註釈（MA.III.243-244）は，つぎのように説明している。

すなわち， このうち， 悪しき不善の とは，貪（lobha）などである。

未だ生じていない善き諸法 とは，止・観（samatha-vipassana）と道

（magga）とである，と解されねばならない。 すでに生じている善き諸

法 とは，止・観のみである。ただし，道は一度生じれば，消滅しても不

利になることは全くない。なぜなら，それは果に縁を与えるだけで消滅す

る 道は，今にも未来にも必ず利益をもたらすものである （B . MAT .116）

からである。あるいはまた，先の場合 私に，未だ生じていない善き諸法

が生じなければ，不利になるであろう という(3)の場合 （B .MAT .116）も，

止・観のみが解されるべきである，と言われている>と。
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この一つの経と註釈からまた，悪不善とは何か，善とは何かが明らかで

ある。悪とは貪・瞋・痴ないしそれより起こる業である。善とは無貪・無

瞋・無痴にいたる業であり，また止観，道である。これが原始仏教の善悪

に関する基本的な理解と言ってよいであろう。

注

⑴ これが涅槃をさす場合，厳密には 果 と呼ぶことはできない。

⑵ Dhammapada,vv.183-185.

⑶ 以上の三 に関する因縁，ならびに解釈については，拙稿 法句＆随聞記

（十五）（ 傘松 平成11年３月号，67-69頁，大本山永平寺刊）参照。

⑷ この意味については 正法眼蔵 諸悪莫作 参照。

⑸ 法句経 大正蔵４，467b。

⑹ 本稿において使用したパーリの主な参 資料はつぎの通り（ただし，B

以外の資料は PTS 版）である。なお，以下の説明は主として 指導論 お

よびその註釈，復註釈に従う。

D . (＝Dıghanikaya) II.49 (Mahapadana-sutta); DA. (＝Dıghanikaya-

atthakatha）II.479 ;DAT .(＝Dıghanikaya-atthakatha-tıka) II.98-99 ;Net.

(＝Netti) 43-44;B .NetA. (＝Netti-atthakatha) 107-108; B .NetT . (＝

Netti-tıka)69 ;B .NetV . (＝Netti-vibhavinı) 162-165;Petakopadesa 54;

DhpA. (＝Dhammapada-atthakatha) III. 236-238; ItivA. 133-134;UdA.

298;(Vin.III.8);Sp. (＝Vinaya-atthakatha) I.186-187;B . VinST .(＝

Saratthadıpanı-tıka)I.443-445;B .VinVT (＝Vimativinodanı-tıka)I.92-

93;Vism.(＝Visuddhimagga)5.

なお，本稿に関連する参 資料として次を参照されたい。水野弘元 法句

経の研究 （春秋社）160頁，平川彰 平川彰著作集第二巻 （春秋社）267頁

以下，中村元 中村元選集第十五巻 （春秋社）２頁以下，真野龍海 初期

仏教の倫理思想 仏教の倫理思想とその展開 所収（大蔵出版）45頁以下，

浪花宣明 サーラサンガハの研究―仏教教理の精要― （平楽寺書店）250頁

以下。

⑺ 貪根（８心）［喜倶悪見相応・無行・有行/不相応・無行・有行，捨倶悪見

相応・無行・有行/不相応・無行・有行］，瞋根（２心）［憂倶瞋恚相応・無

行・有行］，痴根（２心）［捨倶疑相応/掉挙相応］の十二をいう。
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⑻ 四種の非道 については，つぎのように説明される。 いかなる四に理由

によって（人は）悪業（papa-kamma）を行なうのか。欲 愛情>（pema）

によって非道を行く者は，悪業 行なうべきでないこと>を行なう。瞋によ

って非道を行く者は，悪業を行なう。痴によって非道を行く者は，悪業を行

なう。恐怖によって非道を行く者は，悪業を行なう。資産家よ，聖なる弟子

は，欲によって非道に行くことがない。瞋によって非道に行くことがない。

痴によって非道に行くことがない。恐怖によって非道に行くことがない。そ

れゆえ，これら四の理由によって悪業を行なうことがないのである （D .

III.182＝D .no.31,Singalovada-sutta;DA.III.944）。

⑼ 善（kusala）とは，悪しき（kucchita）諸法を弱めること（sana）から，

智（nana）が “ku-sa”と呼ばれ，その智（kusa）によって行なわれるべき

もの（刈り取られるべきもの：latabba）であるから，善（kusa-la）であ

る （kusalan ti kucchitanam papadhammanam sanato tanukaranato
 

nanam ku-sam nama, tena kusena latabbam pavattetabban ti kusa-lam,

Sad.433）。Cf. DA.II. 522; DAT .II.223. 善（kusala）は非難すべき

（kucchita）悪法を動かし（salayanti），砕くから善である （VvA.169）。

その他種々の解釈が知られる。佐々木現順 阿毘達磨思想研究 （清水弘文

堂）19頁以下参照。

また， 善 あるいは 功徳 を意味する語に “punna”がある。その語義

についてはつぎが知られる。 善（punna）とは，自己の所作を浄める

（pavati）から punna である。ただし，kiyadigana（動詞第五類 ki＋na）

を得て（pavati＜ puが転じて），浄める（punati）から punnaであると言

われねばならない］（punnan ti ettha pana attano karakam pavati sodhetı

ti punnam, kiyadiganam pana patva punatıti punnan ti vattabbam,Sad.

402-403）。

一般にいう見道（四諦観察の段階・見諦道・預流向），あるいはまた 初

道（預流道）慧（pathamamagga-panna）の見地（dassana-bhumi）>

（Vism.439）と解される。

一般にいう修道（見道後の段階），あるいはまた 残り三道（一来・不

還・阿羅漢の道）慧（avasesa-maggattaya-panna）の修地（bhavana-

bhumi）>（Vism.439）と解される。

第一義的には一切の諦には受（苦）者，作（煩悩）者，行（道）者は存

しないゆえに，（四諦は）空である>（Vism.512-513）。なお 苦 滅 は

果のゆえに同類（sabhaga）， 有為 無為 のゆえに異類（visabhaga）
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である。 集 道 は因のゆえに同類，一向の 不善 善 のゆえに異類

である>（Vism.516）。

Netti(-pakarana）。この成立年代については確定されない。Ñanamoli:

The Guide (PTS), p.xiii;水野弘元 パーリ論書研究（水野弘元著作集第

三巻）（春秋社）140頁以下参照。

尊者方よ，僧団は私の言うことを聞いてほしい （sunatu me bhante
 

sangho,Vin.I.102)などの仕方で述べられたものが 命令パーティモッカ

である>（Kankhavitaranı, p.10）。拙稿 伝統仏教の比丘戒律―序篇―

（ 駒沢大学仏教学部論集 第25号392頁）参照。

拙訳 パーリ仏典・中部・中分五十経篇Ⅱ 第77経第11節（大蔵出版）参

照。
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